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はじめに 多色光再生法は、体積ホログラムの再生に単色光ではなく広帯域なスペクトルをもっ

た“多色光”を用いるホログラム再生法である[1]。これまでにわれわれは多色光再生法が従来の

単色光再生では不可能であった “大容量記録”、“非破壊再生”、“広い再生マージン”のすべてを

可能にする有望なホログラム再生法であることを実証してきた[2,3]。われわれは本方式をさらに

大容量化・高転送レート化するため、回折光の偏光状態に情報を持たせて多値化を行う偏光ホロ

グラフィックメモリーへと発展させることを検討している。現在われわれは多色光再生法を用い

た偏光ホログラフィックメモリーの理論基盤を固めるために、近年われわれが発表した偏光ホロ

グラフィーの新理論[4]とこれまで構築してきた強度ホログラムの多色光再生理論[5]の融合を試

みている。今回の発表では、信号光の偏光ベクトルと回折光の偏光ベクトルの間の伝達行列を理

論的に導出し、多色光再生時に回折光が記録時の偏光状態をどれほどよく再現しているかについ

て議論する。 

理論 今回想定している記録再生の光学系を Fig.1 に示す。多色光再生法では、記録は単色光を用

いて通常のフーリエ変換ホログラムを記録し、再生時にはコリメートされた多色光を適切な角度

で入射する。記録時の信号光、参照光、再生時の読み出し光、回折光の偏光ベクトルをそれぞれ

Esi, Ep, Er, Ediとし、回折光の単位方向ベクトルを ediとすると、Esiと Ediの間の伝達行列 MTiは、 

       * * *

Ti di di p r r p p rB B A         
M 1 e e E E 1 E E E E  

と表せる。上式における係数 A と Bはそれぞれ材料がもつ強度ホログラム、偏光ホログラムの強

さを表す係数である。この伝達行列は、多色光再生のみならず、通常の単色光再生時にも用いる

ことができるより一般化された理論式となっている。詳細については当日報告する。 
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Fig. 1. Schematic diagram of (a) the recording and (b) the readout schemes in the PCR method. 
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